
○岡田議長 これより会派議員による関連質問に入ります。

初めに、大下議員。

〔大下議員質問席へ〕

○大 下議 員 会 派信 風 の大下 哲治 です 。伊藤 議員 の代表 質問 に関

連し 、大 要２点 、太 陽 光パネ ルに つい て、磯 焼け 対策と 養殖 事業

の推 進に ついて 質問 い たしま す。 当局 の明確 な答 弁をよ ろし くお

願いいたします。

まず、太陽光パネルについて質問いたします。

高 市内 閣では 、発 足 前から 一貫 して 、無秩 序な 太陽光 パネ ルの

設置 に対 して極 めて 厳 しい姿 勢を 示し ており 、現 在その 対策 を加

速さ せて います 。本 市 におい ても 、特 に山間 部で の不必 要な 設置

は、 自然 破壊や 景観 の 悪化、 生態 系の 崩壊を 招く ととも に、 災害

の危険性を高めるなど、深刻な問題を引き起こしています。

そ こで 、本市 が現 在 把握し てい る本 市の山 間部 におけ る大 規模

太陽光パネルの設置状況について伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 本市の 山間 部に おきま す大 規模太 陽光 パネ

ルの 設置 状況に つき ま して、 全貌 を把 握する こと は困難 でご ざい

ます が、 例えば 民間 企 業が山 間部 に設 置した メガ ソーラ ーで 、淀

江地 区に ある鳥 取・ 米 子メガ ソー ラー 発電所 は約 ２万 9,０ ０ ０ キ

ロ ワ ッ ト の 発 電 出 力 が あ り 、 １０ 万枚 以上の 太陽 光パネ ルを 設置

しておられます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 山 間部 、 とりわ け土 砂災 害警戒 区域 付近で の太 陽光

パネ ルの 設置は 、自 然 破壊の みな らず 、斜面 の安 定性を 損な い土



砂災 害の リスク を高 め るなど 、住 民の 生命と 生活 を脅か す重 大な

懸念 事項 となっ てい ま す。災 害の 観点 からも 、こ うした 山間 部で

の設 置計 画につ いて は 、計画 段階 で事 前に住 民に 対し説 明会 等を

実施 し、 住民の 意見 を 真摯に 反映 させ るなど 、無 秩序な 設置 を抑

制する措置が必要と考えますが、本市の見解を伺います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ソ ーラー パネ ル等 を設置 して 発電事 業を 行う

場合 は、 電気事 業者 に よる再 生可 能エ ネルギ ー電 気の調 達に 関す

る特 別措 置法、 いわ ゆ る再エ ネ特 措法 に基づ きま して、 再生 可能

エネ ルギ ー発電 計画 書 を作成 し、 経済 産業大 臣の 認定を 当該 事業

者が 受け る必要 がご ざ います 。こ の認 定に当 たり 、事業 者は 関係

法令 及び 国が定 める 事 業計画 策定 ガイ ドライ ンを 遵守す る必 要が

ござ いま す。な お、 防 災の観 点か らも 、事業 者に 対しま して は国

のガ イド ライン の内 容 につい てよ く理 解をい ただ き、関 係法 令の

遵守 はも ちろん のこ と 、地域 との 十分 なコミ ュニ ケーシ ョン を図

りな がら 事業を 行っ て いただ くよ うお 願いを して おりま して 、こ

のこ とは 市のホ ーム ペ ージに おい ても 掲載し 、周 知を図 って いる

ところでございます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 電 気事 業 者に対 して は、 発電事 業を 行う場 合、 地域

との 十分 なコミ ュニ ケ ーショ ンを 図り ながら 事業 を行っ てい ただ

くよ う、 ホーム ペー ジ を通じ てお 願い してい ると のこと です が、

既に 設置 されて いる ゴ ルフ場 跡地 や大 山道路 沿い の観光 農園 跡地

にお いて 設置さ れて お る場所 に関 して は、地 元や 関係者 への 十分

な説 明が 行われ てい な かった と聞 いて おりま す。 因果関 係は 不明



です が、 宇田川 下流 沿 いに住 む方 から は、メ ガソ ーラー の設 置以

降、 水の 色が変 わっ た 、水位 上昇 が速 くなっ た、 高潮と 重な った

場合 、か つて小 学校 近 辺まで が浸 水し たとき のよ うに氾 濫す るの

では ない かとい った 懸 念の声 が上 がっ ていま す。 住民の 方々 にこ

のよ うな 不安を 抱か せ ないた めに も、 特に山 間部 での設 置に おい

ては 、事 業者に お願 い して終 わり では なく、 事業 者が住 民と のコ

ミュ ニケ ーショ ンを 図 り、十 分な 理解 を得て いる のか等 の市 によ

る直接の確認も必要と考えます。対応を強く要望いたします。

次 に、 市内の 土砂 災 害警戒 区域 等、 いわゆ るイ エロー 区域 にお

ける 太陽 光パネ ルの 設 置状況 につ いて 伺いま す。 昨年６ 月、 鳥取

県は 既存 の土砂 災害 警 戒区域 、い わゆ るイエ ロー 区域等 に加 えて、

県内 全域 におい て土 砂 災害が 発生 する おそれ のあ る箇所 を新 たに

指定 、公 表しま した 。 当該区 域に は淀 江町上 淀地 区も含 まれ てお

り、 既に 土砂災 害警 戒 区域内 に太 陽光 パネル が設 置され てい る箇

所も 存在 します 。本 市 として 、そ の実 態を正 確に 把握し てお られ

たの でし ょうか 。ま た 、市内 のほ かの 地域に おい ても同 様の 状況

にあ る区 域がな いか 調 査、把 握は され ている のか 現状を 伺い ます。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 土 砂災害 警戒 区域 等、こ れ、 いわゆ る議 員お

っし ゃっ ておら れま し たレッ ド区 域、 イエロ ー区 域でご ざい ます

けれ ども 、そち らに お きまし て、 例え ばです けれ ども、 淀江 町の

上淀 地区 周辺に おい て 設置さ れて いる 太陽光 発電 という のは 承知

をし てお ります が、 先 ほど市 民生 活部 長が答 弁い たしま した とお

り、市内の全地域におけます設置状況の把握はしておりません。

○岡田議長 大下議員。



○大 下議 員 対 象区 域 の住民 に対 し実 態を説 明す る必要 があ るの

ではないかと考えますが、見解を伺います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 住 民に対 する 周知 という こと でござ いま す。

現在 、市 内の土 砂警 戒 区域等 につ きま しては 、鳥 取県の ホー ムペ

ージ に掲 載をさ れて お り、周 知が 行わ れてい ると ころで ござ いま

す。 また 、鳥取 県に お きまし て、 土砂 災害が 発生 するお それ のあ

る箇 所の 詳細な 調査 を 進めて おら れま して、 調査 の結果 を踏 まえ、

順次 、土 砂災害 警戒 区 域など への 指定 が行わ れる ところ でご ざい

ます 。土 砂災害 警戒 区 域など に指 定さ れた場 合、 鳥取県 が主 体と

なり ます けれど も、 対 象地域 の住 民に 対する 説明 会等を 実施 され

るこ とと なって おり ま して、 本市 とし まして も、 鳥取県 と協 力を

し、 住民 の方の 理解 を 求めて いく とと もに、 土砂 災害防 止法 に基

づき 地域 防災計 画へ の 反映も 行う こと として おり ます。 また 、避

難場 所や 経路の 周知 や 土砂災 害に 関す る情報 提供 など、 住民 の早

期避難に向けた取組を進めていく考えでございます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 現 在、 こ の間に も、 パネ ル業者 から 近隣の 山や 農地

の地 権者 等に対 し設 置 の打診 が行 われ ている と聞 いてお りま す。

道路 交通 法の規 制に 照 らせば 、黄 色信 号は注 意し て進め では なく、

原則 とし て止ま れで す 。既に 対象 区域 に設置 され たパネ ルを 撤去

する よう な事態 にな れ ば、地 権者 、パ ネル設 置事 業者双 方に 多大

な影 響が 及ぶこ とが 想 定され ます 。今 後、イ エロ ー区域 等に 指定

され た場 合は、 県が 主 となり 、対 象区 域に対 する 説明会 を実 施さ

れ、 市は 県の動 向を う かがう よう な回 答であ りま したが 、少 なく



とも 上淀 自治会 にお い ては、 回覧 板等 を通じ て適 切な情 報提 供を

行う べき と考え ます 。 円滑な 地域 運営 と混乱 防止 のため 、迅 速な

対応を要望いたします。

次 に、 本市に おけ る 太陽光 パネ ルの 具体的 な廃 棄対策 の進 捗に

つい て伺 います 。２ ０ １２年 に開 始さ れた固 定価 格買取 り制 度、

ＦＩ Ｔに より、 太陽 光 パネル は急 速に 普及し まし たが、 それ らが

製品 寿命 を迎え る２ ０ ３０年 代中 盤か らは、 大量 廃棄が 一斉 に始

まる と予 想され てい ま す。国 は、 今後 到来す る太 陽光パ ネル の大

量廃 棄時 代を見 据え 、 改正再 エネ 特措 法によ る廃 棄費用 の積 立て

の義 務化 に加え 、現 在 はリサ イク ル計 画の提 出を 義務づ ける 新法

の制 定に 向けた 動き を 加速さ せて いま す。本 市に おいて は、 令和

６年 １２ 月定例 会で の 安達議 員の 質問 に対し 、国 の動向 を注 視す

ると の答 弁がな され て います が、 法整 備が大 詰め を迎え てい る現

在、 その 後の検 討状 況 や、本 市に おけ る具体 的な 廃棄対 策の 進捗

について伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 ＦＩＴ 開始 後に 設置さ れた 太陽光 パネ ルの

多く は、 ２０３ ０年 代 に寿命 を迎 える ため、 太陽 光パネ ルの リサ

イク ルに つきま して は 大きな 課題 と認 識をし てお ります 。ま た、

この 問題 を踏ま え、 環 境省及 び経 済産 業省が 太陽 光パネ ルの リサ

イク ル義 務化へ 向け た 議論を され てお り、適 切な リサイ クル と資

源循 環を 促すた めの 法 整備を 令和 ８年 通常国 会に 提出を 目指 して

いる と承 知をし てお り ます。 本市 にお きまし ては 、現在 、産 業廃

棄物 に係 る指導 権限 を 持つ鳥 取県 と連 携しな がら 、適正 な処 理に

向け た周 知・啓 発に 努 めてい ると ころ でござ いま して、 今後 も国



にお ける 太陽光 パネ ル のリサ イク ル化 及び廃 棄に 関する 検討 状況

等を 注視 しつつ 、引 き 続き、 廃棄 物の 適正処 理に 向けて 国・ 県と

十分に連携してまいりたいと考えております。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 先 日、 埼 玉県の 産業 廃棄 物処分 業者 である 石坂 産業

を視 察い たしま した 。 同社は ゼロ ・ウ ェイス トデ ザイン 、ご みに

しな い、 ごみを 資源 に 変える だけ でな く、ご みそ のもの を出 さな

い社 会を デザイ ンす る という 独自 の経 営哲学 を掲 げ、再 資源 化率

９８ ％を 実現さ れて い ます。 さら に、 ２０３ ０年 問題を 見据 え、

自社 で建 設した 太陽 光 パネル リサ イク ル工場 では 、リサ イク ル率

が１ ００ ％を達 成さ れ ており 、先 を見 据えた 対策 の重要 性を 学ば

せて いた だきま した 。 本県に おい ても 、琴浦 町に ある株 式会 社鳥

取再 資源 化研究 所が 鳥 取大学 と連 携し 、パネ ルの 約７割 を占 める

ガラ ス成 分を、 土壌 改 良材や 水質 浄化 剤へ再 生す る技術 を共 同開

発し てお り、廃 棄物 を 地域の 資源 へと 変える 地産 地消モ デル を構

築さ れて います 。本 市 におい ても 、２ ０３０ 年問 題を見 据え 、こ

うし た高 度な技 術を 持 つ事業 者等 とも 緊密に 連携 を図り なが ら、

太陽 光パ ネルの リユ ー ス、リ サイ クル を通じ た資 源の地 産地 消を

積極的に進めていただきますよう要望いたします。

次 に、 ソーラ ーシ ェ アリン グに つい て伺い ます 。この 発電 方式

は、 農地 に支柱 を立 て 、高さ 二、 三メ ートル の位 置に間 隔を 空け

てパ ネル を設置 し発 電 するも ので す。 これに より 、太陽 光パ ネル

での 発電 と農作 物の 成 長で分 け合 う、 つまり 、シ ェアす るこ とが

可能 とな ります 。近 年 の異常 気象 によ る猛暑 や強 い直射 日光 は、

農作 物に 深刻な 被害 を もたら して いま す。し かし 、営農 型太 陽光



発電 では 、設置 され た パネル が適 度な 遮光効 果を 発揮し 、地 温の

上昇 を抑 制する こと で 有効な 猛暑 対策 となり ます 。その 具体 例と

なる のが 、２０ ２５ 年 から本 格始 動し たしば ふる 太陽光 発電 所で

す。 市長 も開所 式に 出 席され たそ うで すが、 ガイ ナーレ 鳥取 とロ

ーカ ルエ ナジー 株式 会 社が共 同で 取り 組まれ てい る本事 業は 、耕

作放 棄地 の解消 とい う 地域課 題の 解決 とエネ ルギ ーの地 産地 消を

両立 させ る非常 にユ ニ ークな モデ ルで あり、 全国 からも 注目 を集

めて いる と伺っ てい ま す。芝 生生 産の 関係者 に伺 ったと ころ 、遮

光率 を制 御でき 、農 作 物に対 して は高 温障害 対策 におい ても 非常

に有 効だ と伺っ てお り ます。 そこ で、 本市に おけ るソー ラー シェ

アリングの現状と課題点について伺います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 本 市 におけ るソ ーラ ーシェ アリ ングの 現状 と課

題に つい てでご ざい ま す。議 員御 案内 のとお り、 弓ヶ浜 地区 にお

いて １か 所の農 地で ソ ーラー シェ アリ ングに 芝の 栽培を して いる

とこ ろで ござい ます 。 ソーラ ーシ ェア リング は農 作物の 販売 収入

に加 えま して、 電力 の 売電収 入を 得ら れ、農 業経 営の安 定化 につ

なが る取 組でご ざい ま す。ま た、 パネ ルが日 差し を遮る こと で、

作物 の高 温障害 や土 壌 の乾燥 を防 ぐこ とがで き、 日陰を 好む 作物

には 特に 有効と なり ま す。一 方、 課題 点とし ては 、ソー ラー パネ

ルな どの 施設設 置に 係 る初期 投資 が高 額とな りま して、 費用 回収

に時 間が かかる こと が ありま す。 また 、作物 によ っては パネ ルに

よる 遮光 がある ため 、 長時間 日光 を必 要とす る作 物の栽 培に は向

かな いこ とがあ りま す 。ソー ラー パネ ルの設 置に は、農 地法 の規

定に よる 一時転 用許 可 が必要 であ るこ とや、 許可 に基づ く毎 年の



作物 栽培 状況の 報告 義 務がご ざい ます 。また 、自 己所有 地以 外の

農地 にソ ーラー パネ ル を設置 する 場合 には、 長期 間の賃 貸契 約が

必要 とな り、地 権者 と の承諾 を得 るの が困難 とい うこと がご ざい

ます。以上です。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 ソ ーラ ー シェア リン グの 郷と呼 ばれ る千葉 県匝 瑳市

では 、現 在、民 間企 業 が２０ ヘク ター ルの農 地に 細型の 太陽 光パ

ネル を設 置し、 6.６ メ ガ ワ ッ ト の 発 電 を 行 い 、 そ の 下 で 大豆 と麦

の栽 培を 行って おら れ ます。 匝瑳 市役 所のゼ ロカ ーボン 推進 課に

確認 した ところ 、大 豆 と麦の 生産 にお いては 、適 度な日 陰と なる

こと から 高温対 策に な ってい ると 伺い ました 。令 和８年 、９ 年に

おい ては 、大豆 、麦 だ けでな く、 米の 生産地 にお いても 広げ る予

定と なっ ている とお 聞 きいた しま した 。本市 の課 題とし て、 農地

法の 規定 による 一時 転 用許可 や毎 年の 作物の 栽培 状況の 報告 義務

など が課 題とし て上 げ られて おり まし たが、 私自 身最大 の課 題は、

それ らの 課題を 理由 と して対 策に 取り 組もう とし ない姿 勢そ のも

のに ある のでは ない か と考え ます 。今 後、温 暖化 がさら に進 行す

ると 予想 される 中で 、 農作物 への 悪影 響は避 けら れず、 昨年 のよ

うな 令和 の米騒 動が 再 発して も不 思議 ではあ りま せん。 農家 や発

電事 業者 等と緊 密な 連 携を図 りな がら 、ソー ラー シェア リン グの

活用 も含 め、農 作物 へ の高温 対策 に部 局横断 的に 取り組 んで いた

だきますよう要望いたします。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午後０時０１分 休憩

午後１時００分 再開



○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

大下議員。

○大 下議 員 ペ ロブ ス カイト 太陽 光電 池を用 いた 社会実 装モ デル

の実 施に ついて 伺い ま す。現 在、 国は 山林を 切り 開くメ ガソ ーラ

ーへ の補 助を打 ち切 る 一方で 、住 宅や 工場の 屋根 、ある いは ビル

の壁 面に も設置 可能 な 日本発 の次 世代 技術ペ ロブ スカイ ト太 陽光

電池 の実 装を強 力に 支 援して いま す。 ペロブ スカ イト太 陽光 電池

は日 本生 まれの 技術 で あり、 主原 料と なるヨ ウ素 は、日 本が 世界

第２ 位の 産出量 を誇 る 資源で す。 この 太陽光 電池 は、厚 さが 従来

のシ リコ ン製の 約１ ０ ０分の １程 度で あり、 フィ ルム上 で薄 く軽

く曲 がる という 特性 を 有して いま す。 そのた め、 これま で設 置が

困難 であ った壁 面、 曲 面の屋 根、 窓ガ ラスな ど、 あらゆ る場 所へ

の施 工が 可能で す。 経 済産業 省は ２０ ２６年 度か ら５年 間、 総額

約 2,１ ０ ０ 億 円 を 投 じ る 新 た な 補 助 金 程 度を 計画 してい ます 。こ

れは 、工 場や商 業施 設 などが 地産 地消 のカー ボン フリー 電力 を導

入す る際 、設備 投資 額 の最大 ２分 の１ を補助 する もので す。 また、

環境 省に よる社 会実 装 モデル の支 援に おいて も、 実用化 を加 速さ

せる ため 、具体 的な 導 入事業 に対 し、 導入経 費の ３分の ２と いう

高い 補助 率が設 定さ れ ていま す。 本市 におき まし ても、 こう した

国の 動向 や次世 代技 術 を積極 的に 取り 入れ、 ネイ チャー ポジ ティ

ブと 脱炭 素を両 立さ せ る対策 を推 進す るべき と考 えます が、 当局

の見解を伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 議員御 紹介 のペ ロブス カイ ト太陽 光電 池に



つき まし ては、 軽量 、 柔軟な どの 特徴 を生か し、 様々な 場所 に設

置で きる ことか ら、 よ り脱炭 素効 果が 高まる こと が期待 され る新

たな 技術 である こと は 承知を して おり ます。 一方 で、現 在主 流の

シリ コン 系太陽 光パ ネ ルと比 較し ます と、耐 久性 や性能 等の 課題

があ るた め、本 市と い たしま して は、 今後、 国の 動向や 技術 開発

の進 展を 注視し つつ 、 環境と 脱炭 素の 両立を 目指 した施 策を 検討

してまいりたいと考えております。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 耐 久性 等 の課題 があ ると いう市 の認 識は理 解い たし

まし た。 しかし 、本 市 が目指 す脱 炭素 社会の 実現 には従 来型 の太

陽光 パネ ルだけ では 限 界があ るこ とも 事実で す。 国が２ ０２ ６年

度か ら巨 額の予 算を 投 じるの は、 まさ にその 課題 を早期 に解 決し、

社会 実装 を加速 させ る ためで す。 技術 開発を ただ 待つの だけ では

なく 、例 えば、 本市 の 公共施 設の 窓ガ ラスや 既存 のパネ ルが 設置

でき ない 耐荷重 の低 い 屋根な どを 活用 し、国 や事 業者と 連携 した

先行 導入 モデル や実 証 実験の 場と して 本市を 公募 先に上 げる など、

より 積極 的な姿 勢が 必 要と思 いま すの で、対 応を 要望い たし ます。

次 に、 大要２ 点目 、 磯焼け 対策 と養 殖事業 の推 進につ いて 伺い

ます。

現 在、 多くの 自治 体 が、磯 焼け 対策 事業と して 、漁協 など に対

して 、ウ ニ駆除 の活 動 資金や 補助 金を 出して いま す。漁 師や ボラ

ンテ ィア が潜水 し、 増 え過ぎ たウ ニを 潰して 駆除 するこ とで 、藻

場の 再生 を図る 重要 な 施策で すが 、こ の磯焼 け対 策事業 、ウ ニ潰

しの現状と課題点について伺います。

○岡田議長 若林経済部長。



○若 林経 済部長 ウ ニ 潰しの 現状 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

ウニ の駆 除は、 県内 漁 業協同 組合 や漁 業者な どの 活動組 織が １地

区当 たり 年５回 から １ ０回、 海中 から ハンマ ーな どでウ ニを 潰す

方法 や、 網で回 収し 陸 揚げす る方 法で 行って いる ところ でご ざい

ます 。課 題につ いて で ござい ます が、 ウニ駆 除に 取り組 む漁 業者

数や 作業 回数の 確保 が できて いな いこ とや、 殻径 ２０ミ リの 稚ウ

ニの 完全 駆除は 困難 で ござい まし て、 駆除活 動を 継続的 に行 う必

要があることが課題となっております。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 現 状の 説 明で上 げら れて おりま した が、ウ ニを 海中

から 回収 して陸 上に 運 び、廃 棄物 とし て処理 する には多 大な 人件

費と 処分 費用が かか り ます。 特に ウニ の場合 、産 業廃棄 物扱 いと

なる ため 費用負 担が 問 題とな りま す。 その一 方で 、その 場で 潰せ

ば回 収の 手間が なく 、 最も安 価に 個体 数を減 らせ ます。 しか し、

産卵 期直 前など 、ウ ニ が成熟 して いる 時期に 潰す と、海 中に 卵と

精子 が放 出され 、逆 に 受精、 繁殖 を助 けてし まう 可能性 が研 究で

指摘 され ていま す。 時 期を誤 ると 駆除 してい るつ もりが 、翌 年の

稚ウ ニを 増やし てい た という 事態 にな りかね ませ ん。ま た、 潰し

た場 所が 一時的 にき れ いにな って も、 周囲か ら別 のウニ が移 動し

てく るた めいた ちご っ この状 態と なり 、継続 的な 活動が 必要 です。

そう した ことか ら、 他 の自治 体や 企業 の取組 にお いては 、潰 して

捨て るか ら回収 して 活 用する 、い わゆ る駆除 から 蓄養の 方向 へ大

きく かじ を切っ てい ま す。そ こで 、鳥 取県に おけ るウニ の蓄 養の

現状と課題点について伺います。

○岡田議長 若林経済部長。



○若 林経 済部長 ま ず 現状で ござ いま す。鳥 取県 では令 和４ 年度

から ６年 度まで 、海 域 で採っ た実 入り の悪い ウニ を飼育 し、 実入

りの 向上 を目的 とし 、 餌の種 類や 与え 方、飼 育方 法など を検 討し、

令和 ７年 度春か ら鳥 取 県漁協 青谷 支所 におき まし て、ウ ニの 蓄養

事業 が開 始され たと こ ろでご ざい ます 。この 事業 は、漁 業者 が海

域で 捕っ たウニ を港 内 の生け すに て約 ２か月 間飼 育し、 実入 りを

向上 させ て出荷 させ る もので ござ いま したが 、春 の低水 温に よる

ウニ の生 育不良 や日 々 の給餌 作業 、い わゆる 餌や りでご ざい ます

が、 それ に加え まし て 、酸欠 など で死 亡した 種苗 の補充 など が頻

繁に 発生 したた め、 鳥 取県は ウニ 蓄養 技術開 発を 行った ほか 、鳥

取県 栽培 漁業協 会な ど が飼育 方法 の改 善を行 いま したが 、改 善の

見込 みが 立たず 、収 益 性が見 込め ない ことか ら事 業を終 了す るこ

ととなったものでございます。

課 題点 につい てで ご ざいま すが 、飼 育作業 を担 う漁業 者の 負担

が多 いこ と、生 食用 魚 介類の 加工 基準 に適合 する 設備が 必要 であ

るこ と、 市場ニ ーズ の あるウ ニの むき 身加工 は細 かい作 業が 多く

時間 を要 するこ とか ら 、作業 に慣 れて ない漁 業者 には不 向き であ

ることなどがございました。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 現 在、 他 県にお いて も、 水産関 係者 や行政 がウ ニの

蓄養 事業 に取り 組ん で います が、 鳥取 県と同 様、 品質が 安定 せず

収益 性が 見込め ない こ とから 事業 を断 念した とこ ろも少 なく あり

ませ ん。 ここで 私が 紹 介した いの がウ ニノミ クス です。 ウニ ノミ

クス は、 磯焼け の原 因 となる 厄介 者の ウニを 最高 級の食 材に 変え

るこ とで 、環境 保全 と ビジネ スを 両立 させる 画期 的なプ ロジ ェク



トで す。 もとも とは ノ ルウェ ーの ベン チャー 企業 が開発 した ビジ

ネス モデ ルです が、 既 に日本 国内 にお いては 、山 口県、 大分 県に

て養 殖事 業を展 開し て いるほ か、 富山 県朝日 町に て１万 平米 に及

ぶ大 型養 殖場の 建設 が 始まっ てい ます 。この 事業 モデル の最 大の

特徴 は、 ウニの 駆除 に よる環 境の 改善 だけで なく 、漁業 者、 消費

者、 そし て地域 社会 の 関係者 全員 に利 益をも たら す持続 可能 なモ

デル とな ってい るこ と です。 近年 、海 水温の 上昇 により 水揚 げが

不安 定と なる中 、漁 業 者はこ れま での ただの ウニ の駆除 とい う作

業で はな く、ウ ニを 売 るとい うこ とで 安定し た収 入の確 保に つな

がり ます 。また 、地 域 におい ても 、新 たな漁 師の 育成や ふる さと

納税 等に よる税 収の 増 加が見 込ま れま す。以 上の 理由か ら、 本市

にお きま しても 、ウ ニ ノミク スに 対す る誘致 活動 を行い 、磯 焼け

対策 、水 産業の 推進 、 地域ブ ラン ドの 創出に 取り 組むべ きと 考え

ますが、見解を伺います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 在 、ウニ ノミ クス 株式会 社か ら進出 の意 向を

伺っ てい るとこ ろで す が、年 間を 通じ て一定 量以 上のウ ニの 入荷

がで きる よう漁 協や 漁 業者の 協力 が養 殖工場 の進 出の条 件だ と言

われ てお ります 。ウ ニ による 磯焼 け被 害があ る中 、鳥取 県漁 協で

は、 県漁 協各支 所や 漁 協組合 員に 対し まして 、磯 焼けウ ニの 採取

に協 力す る者が いる の か、ウ ニノ ミク スが必 要と する出 荷量 が確

保で きる かなど の状 況 を調査 、確 認し ている とこ ろでご ざい ます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 あ りが と うござ いま す。 引き続 き調 査・研 究に 取り

組んでいただきますようお願いいたします。



私 たち 人間は 、こ れ まで自 然を 犠牲 にする こと で、人 間に とっ

て快 適な 生活環 境を 築 いてま いり まし た。し かし 、その 結果 とし

て、 温暖 化によ る高 温 障害、 水不 足、 災害の 激甚 化等に つな がっ

てい ます 。いま 一度 立 ち止ま り、 人間 中心の 視点 から自 然の 視点

へと 転換 し、自 然の 再 生と共 存に 向け た取組 を強 く要望 して 私の

質問を終わります。

最 後に 、私自 身、 以 前市長 が成 人式 にて若 者に 対し、 挑戦 しな

い者 が挑 戦して 失敗 す る者を 笑う 社会 ではな く、 挑戦す る者 が評

価さ れる 社会に しな け ればな らな いと いう趣 旨の 話をさ れて いた

のを 覚え ており ます 。 私も同 感で あり 、誰も が挑 戦者、 誰も が主

役と なれ る米子 市の ま ちづく りに 引き 続き取 り組 んでい ただ きま

すよう強く願っております。４年間ありがとうございました。


